










７　産地交付金の活用方法の概要

北海道

協議会名：愛別町農業再生協議会

1 新規需要米生産量確保支援 1 16,000 飼料用米（玄米・ＳＧＳ）、ＷＣＳ用稲

次の取組から２つ以上実施。①温湯種子消毒の実施　②土壌診断結果に基
づく施肥　③ケイ酸資材の施用　④明暗渠排水の整備、心土破砕、穿孔排水
による透・排水性の改善　⑤融雪剤散布、収穫後の溝切り、秋耕によるほ場
の乾燥化　⑥多収品種による作付け　⑦ＧＡＰ（JAｸﾞﾙｰﾌﾟGAP等）の取組

2 田畑輪換支援 1 10,000
飼料用米（区分管理に限る）、ＷＣＳ用稲、
小麦、大豆、小豆、飼料作物、そば、高収益
作物（野菜）

次の取組から１つ以上実施。①除れき　②不耕起栽培　③無代かき移植　④
明きょ・暗渠の整備　⑤心土破砕による排水対策　⑥深耕　⑦均平整地　⑧
土壌診断に基づく施肥　⑨畦畔の補修又は再構築

3 高収益作物生産支援（振興野菜） 1 40,000
きゅうり・米なす・ミニトマト・アスパラ・ねぎ・
ビーツ

対象作物の作付

4 高収益作物生産支援（奨励野菜） 1 30,000
南瓜、スイートコーン、サツマイモ、春菊、花
き、果樹

対象作物の作付

5 そば作付支援 1 20,000 そば 対象作物の作付

6 収量・品質向上支援 1 6,000 小麦、大豆、そば

次の取組から３つ以上実施（そばに限り２つ以上）。①土壌改良材の投入　②
農薬散布による除草処理　③重要病害虫の防除　④明きょ・暗渠の整備　⑤
心土破砕・深耕・額縁明渠による排水対策　⑥均平整地など表面排水向上対
策　⑦耕うん同時畝立て播種　⑧狭畦密植栽培　⑨土壌診断に基づく施肥
⑩田畑輪換　⑪除礫の実施

7 団地化支援 1 1,000
飼料用米（区分管理に限る）、ＷＣＳ用稲、
小麦、大豆、飼料作物、そば

４ha以上のほ場の団地化、又は２ha以上のほ場の団地化を２団地以上形成

8 省力化技術導入支援 1 2,000
加工用米、飼料用米、ＷＣＳ用稲、小麦、大
豆、飼料作物、そば

次のいずれかの取組を実施。ＩＣＴ技術の活用（①ドローンを利用した作業
②GPSを利用した作業（耕起・整地・移植・施肥・防除・収穫）　③リモートセン
シング技術を利用した生育診断に基づく栽培管理　④ICT機器による水管
理）、農業機械の共同利用、直播栽培、高密度播種短期育苗、無代かき移植
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※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。
※５　支援年限を記入してください。


